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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその製造方法

(57)【要約】
【課題】  歩留まりが向上して生産性に優れ、高信頼性
で液晶表示パネルが製造できる。
【解決手段】  対向基板とアレイ基板の表面上を各々所
定方向へラビングすることで各々所定角度に配向制御す
る工程と、対向基板とアレイ基板を対向するように貼り
合わせ、基板間隙に液晶層を挟持する工程とを含み、対
向基板上に基板間隙の規制用のスペーサ５を形成するに
際し、有効画面内で隣接するスペーサ５ｒ，５ｓの並び
方向とラビングする所定方向７とが、略平行にならない
ようにスペーサ５を形成する。これにより、対向基板
は、ラビング時に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩
衝し、毛先が押し退けられる事が少なくなるため、毛先
が基板表面まで十分到達できる。したがって、非配向不
良による光抜けが低減でき、且つ基板表面の配向性（配
向規制力）は長時間安定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  単数もしくは複数のアレイチップが表面
上に形成されたアレイ基板と、このアレイ基板に対向す
る対向基板と、基板間隙に挟持された液晶層とを備え、
前記対向基板と前記アレイ基板の表面上を各々所定方向
へラビングすることで各々所定角度に配向制御され、前
記対向基板上に前記基板間隙の規制用のスペーサが形成
された液晶表示装置であって、有効画面内で隣接する前
記スペーサの並び方向とラビングする所定方向とが、略
平行にならないようにスペーサが形成されていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  対向基板の表面上にブラックマトリクス
層および赤、緑、青の色層を積層形成する工程と、アレ
イ基板の表面上に単数もしくは複数のアレイチップを形
成する工程と、前記対向基板とアレイ基板の表面上を各
々所定方向へラビングすることで各々所定角度に配向制
御する工程と、前記対向基板と前記アレイ基板を対向す
るように貼り合わせ、基板間隙に液晶層を挟持する工程
とを含み、前記対向基板上に前記基板間隙の規制用のス
ペーサを形成するに際し、有効画面内で隣接する前記ス
ペーサの並び方向とラビングする所定方向とが、略平行
にならないようにスペーサを形成することを特徴とする
液晶表示装置の製造方法。
【請求項３】  スペーサを、対向基板上のブラックマト
リクス層と色層の積層形成時に、前記ブラックマトリク
ス層および赤、緑、青の色層の一部を重複して積層する
請求項２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】  有効画面内でラビングする所定方向と略
同方向に配置されているスペーサの配置間距離が１ドッ
トの対角距離以上になるように前記スペーサを形成する
請求項２または３記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項５】  有効画面内でラビングする所定方向と略
同方向に配置されているスペーサの配置間距離が１ピク
セルの対角距離以上になるように前記スペーサを形成す
る請求項２または３記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項６】  有効画面内でラビングする所定方向と略
同方向に配置されているスペーサの配置間距離が７００
ミクロンメートル以上になるように前記スペーサを形成
する請求項２または３記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項７】  スペーサは、フォトリソグラフィ法によ
り形成する請求項２，３，４，５または６記載の液晶表
示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置の
製造方法に関し、特に対向基板のスペーサ形成方法につ
いての液晶表示装置およびその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の技術について説明する。液晶表示
パネルの生産工程において、単数若しくは複数のアレイ
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チップが形成された基板と、アレイチップに対向するよ
うに赤、緑、青の光学特性を持つ色層パターン及び柱状
膜スペーサが形成された対向基板との２種類の基板に対
し、基板表面にポリイミド等からなる配向膜を塗布して
加熱・硬化させ、一般的にラビング法で前記配向膜の表
面に配向処理が行われる。ここで言うラビング法とは、
サブミクロンオーダ長の毛先がついた布を円筒型ドラム
に巻きつけ、毛先が前記配向膜表面に接触する程度の間
隔を維持して、前記ドラムを高速回転させながら基板全
体を移動させる。この時、ドラムと基板の向きは特定角
度を保つように維持され、目的の主視角方向に応じた特
定角度に、配向方向が揃えられる。
【０００３】その後、前記２種類の基板のどちらか一方
の基板表面に、スペーサを含有するシール材を塗布し、
前記２種類の基板のアレイチップパターンと顔料膜パタ
ーンとが相対向するように貼り合わせる。そして、シー
ル位置に沿うように、シール近傍を割断する事で単一パ
ネル化し、パネル対向間隙に液晶材料を注入、注入口を
封止材で封止して液晶表示パネルに完成させる。
【０００４】なお、ここでいうアレイチップとは、ＸＹ
マトリックス状に配置した信号線群とこれに電気的に接
続した薄膜トランジスタ群が形成されたチップで、各々
の薄膜トランジスタが駆動素子となって液晶を動作させ
る、いわゆるＴＦＴ型アレイチップや、対向基板の走査
電極線群に対してＸとＹの行列配列の関係を持ってデー
タ電極線群が形成されたチップであって、信号は走査線
から順次走査されて液晶を動作させる、いわゆるＳＴＮ
型アレイチップ等を指す。また、対向電極パターンは前
記アレイチップと対をなすものであり、その表示画面は
前記アレイチップの形状と同様の形状をしている。
【０００５】前述のような従来の液晶表示パネルにおけ
る、柱状膜スペーサの一般的な例について、図２、図
３、図４、図５に基づき説明する。図２と図３は近年実
用化されている対向基板の基板平面図である。３は遮光
用ブラックマトリクス（以下ＢＭ）層の開口部、赤４
Ａ、緑４Ｂ、青４Ｃはストライプ状に形成された色層パ
ターン、５Ａ、５Ｂは柱状膜スペーサで、各々フォトリ
ソグラフィ法により形成されている。６は柱状膜スペー
サの斜め方向（ラビング方向にほぼ近い方向）のパター
ン形成方向、７は対向基板のラビング方向を示し、６と
７の方向はほぼ一致する。また前述したようにこの７の
方向に布の毛先が接触して擦られる。図２では柱状膜ス
ペーサが赤、緑、青の色相パターン上の全色に均等配置
されているが、図３は青の色相パターン上だけに均等配
置されている。また、視野角方向を上若しくは下視野方
向にする場合、ラビング方向は図２、図３のようにスト
ライプ状の色層パターンに対し、７のように斜め４５度
方向を向く。
【０００６】柱状膜スペーサの形成数の決定において
は、多すぎると液晶注入され難くなり、反対に少なすぎ
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るとパネル剛体性やギャップ均一性が無くなるため、最
適密度（約８個／ｍｍ2 程度）で形成される事を主な設
計ルールとしている。また対向するアレイチップ側では
Ｘ方向信号線上に配置するように形成される（図２、図
３の開口部３の部分には形成されない）。これは、柱状
膜スペーサ近傍は十分にラビングされない非配向領域と
なるため、ＢＭで遮光する必要があるためである。この
ように、柱状膜スペーサは、パネルサイズ（有効画面サ
イズ）に応じて最適密度となるように、且つ、画素数
（ＶＧＡやＸＧＡ等の解像度）に応じて有効画面内でＸ
方向信号線の該上部に均等配置される。近年青色の視感
度が悪い理由から、柱状膜スペーサを青の色相パターン
上にのみ形成し、もしも非配向領域が開口内に見えても
目立たないようにする方法が上げられており、図３の例
として加えた。
【０００７】図４、図５は、上記のような対向基板の基
板断面図であり、１はガラス基板、２はＢＭ層、４Ａ，
４Ｂ，４Ｃは各々赤、緑、青の色層パターンを示してい
る。５Ｃ，５Ｄは柱状膜スペーサを示しており、図４の
柱状膜スペーサ５Ｃは色層とは別な絶縁透明樹脂が形成
された場合であり、図５の５Ｄは色層パターンの１部が
重複して積層形成された場合を示している。
【０００８】一般的に、前述で示した図２、図３のよう
に柱状膜スペーサの配置の設計ルールにおいては、Ｘ方
向信号線の該上部に形成される事は当然の事とし、パネ
ルサイズに応じて最適密度で、且つ画素数に応じて均等
配置されるように配置設計されていた。これまでの設計
ルールにおいてはラビング方向に対する配置ルールは無
く、よって図２、図３のように、６と７の方向がほぼ一
致してしまったり、また６方向の柱状膜スペーサ間距離
が短い場合があった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】前記対向基板表面の配
向処理をする際に、前述のようにラビング法により配向
膜表面を毛先で擦り、且つ基板前面を同一方向に、均一
に擦らなければならない。しかし、ラビング布の毛先の
長さは数百ミクロンメートル程度有り、ラビングする毛
先方向に、柱状膜スペーサが狭間隔で配置（約７００ミ
クロンメートル以下）されていると、この毛先は柱状膜
スペーサと緩衝し押し退けられるため、毛先が基板表面
まで十分到達できない。したがって、このラビングする
毛先方向に配置する、柱状膜スペーサ間の該当画素部の
一部分（図６の８の部分）は、ラビング布の毛先が十分
到達せず、基板表面を十分擦られなくなる。この結果、
上記該当画素部の一部分は、配向性（または配向規制
力）が悪くなるため非配向領域となり、初期画像検査で
非配向不良による光り抜けが発生した。また、信頼性試
験等（特に高温動作試験）による劣化でもこの光抜けは
発生し、歩留まり・信頼性に問題があった。
【００１０】したがって、この発明の目的は、柱状膜ス
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ペーサの形成された対向基板上をラビング法により配向
処理する時に、柱状膜スペーサとラビング布の毛先との
緩衝を減らし、特定画素近傍での非配向不良による光抜
けを大幅に低減させることにより、歩留まりが向上して
生産性に優れ、高信頼性で液晶表示パネルが製造できる
液晶表示装置およびその製造方法を提供することであ
る。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
にこの発明の請求項１記載の液晶表示装置は、単数もし
くは複数のアレイチップが表面上に形成されたアレイ基
板と、このアレイ基板に対向する対向基板と、基板間隙
に挟持された液晶層とを備え、前記対向基板と前記アレ
イ基板の表面上を各々所定方向へラビングすることで各
々所定角度に配向制御され、前記対向基板上に前記基板
間隙の規制用のスペーサが形成された液晶表示装置であ
って、有効画面内で隣接する前記スペーサの並び方向と
ラビングする所定方向とが、略平行にならないようにス
ペーサが形成されていることを特徴とする液晶表示装
置。
【００１２】このように、対向基板上に基板間隙の規制
用のスペーサが形成された構成において、有効画面内で
隣接するスペーサの並び方向とラビングする所定方向と
が、略平行にならないようにスペーサが形成されている
ので、ラビング時に、ラビング布の毛先とスペーサとが
緩衝し、毛先が押し退けられる事が少なくなり、毛先が
基板表面まで十分到達できる。したがって、上述の原因
による非配向不良による光抜けが低減でき、且つ基板表
面の配向性（配向規制力）は長時間安定する。その結
果、高歩留まり・高信頼性の液晶表示パネルが製造でき
る。
【００１３】請求項２記載の液晶表示装置の製造方法
は、対向基板の表面上にブラックマトリクス層および
赤、緑、青の色層を積層形成する工程と、アレイ基板の
表面上に単数もしくは複数のアレイチップを形成する工
程と、前記対向基板とアレイ基板の表面上を各々所定方
向へラビングすることで各々所定角度に配向制御する工
程と、前記対向基板と前記アレイ基板を対向するように
貼り合わせ、基板間隙に液晶層を挟持する工程とを含
み、前記対向基板上に前記基板間隙の規制用のスペーサ
を形成するに際し、有効画面内で隣接する前記スペーサ
の並び方向とラビングする所定方向とが、略平行になら
ないようにスペーサを形成する。
【００１４】通常、柱状膜スペーサの配置の設計ルール
においては、前述のようにパネルサイズに応じて最適密
度で、且つ画素数に応じて均等配置されるように配置設
計されていた。これまでの設計ルールにおいてはラビン
グ方向に対する配置ルールは無く、よってこのラビング
方向と、スペーサが均等配置される斜め方向とがほぼ一
致する、または、この一致する斜め方向の柱状膜スペー
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サ間距離が、特別短かった（７００ミクロンメートル以
下程度）。したがって、上記のように隣接するスペーサ
を形成する配置位置が、対向基板のラビング方向とほぼ
同一方向に配置されないように考慮して、スペーサ形成
の設計を行う（但し、サイズに応じた最適密度、均等配
置の設計ルールは、同時に守る必要がある）。
【００１５】このようにスペーサ形成の配置設計がされ
た対向基板は、ラビング時に、ラビング布の毛先とスペ
ーサとが緩衝し、毛先が押し退けられる事が少なくなる
ため、毛先が基板表面まで十分到達できる。したがっ
て、基板表面はラビングで均等に擦られるため、その後
この対向基板を用いて液晶表示パネルを製造した時も、
上述の原因による非配向不良による光抜けが低減でき、
且つ基板表面の配向性（配向規制力）は長時間安定す
る。その結果、高歩留まり・高信頼性の液晶表示パネル
が製造できる。
【００１６】請求項３記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項２記載の液晶表示装置の製造方法において、
スペーサを、対向基板上のブラックマトリクス層と色層
の積層形成時に、前記ブラックマトリクス層および赤、
緑、青の色層の一部を重複して積層する。このように、
スペーサを、対向基板上のブラックマトリクス層と色層
の積層形成時に、ブラックマトリクス層および赤、緑、
青の色層の一部を重複して積層するので、製造工程が増
えることなく容易に製造できる。
【００１７】請求項４記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項２または３記載の液晶表示装置の製造方法に
おいて、有効画面内でラビングする所定方向と略同方向
に配置されているスペーサの配置間距離は１ドットの対
角距離以上になるように前記スペーサを形成する。この
ように、有効画面内でラビングする所定方向と略同方向
に配置されているスペーサの配置間距離が１ドットの対
角距離以上になるようにスペーサを形成するので、ラビ
ング方向と略同方向に配置されたスペーサの配置間距離
を十分にとることができ、ラビング時に、ラビング布の
毛先とスペーサとが緩衝し毛先が押し退けられることが
低減する。このため、基板表面が均等に十分擦られるた
め配向性が安定する。
【００１８】請求項５記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項２または３記載の液晶表示装置の製造方法に
おいて、有効画面内でラビングする所定方向と略同方向
に配置されているスペーサの配置間距離が１ピクセルの
対角距離以上になるように前記スペーサを形成する。こ
のように、有効画面内でラビングする所定方向と略同方
向に配置されているスペーサの配置間距離が１ピクセル
の対角距離以上になるようにスペーサを形成するので、
ラビング方向と略同方向に配置されたスペーサの配置間
距離を十分にとることができ、ラビング時に、ラビング
布の毛先とスペーサとが緩衝し毛先が押し退けられるこ
とが低減する。このため、基板表面が均等に十分擦られ
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るため配向性が安定する。
【００１９】請求項６記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項２または３において、有効画面内でラビング
する所定方向と略同方向に配置されているスペーサの配
置間距離が７００ミクロンメートル以上になるように前
記スペーサを形成する。このように、有効画面内でラビ
ングする所定方向と略同方向に配置されているスペーサ
の配置間距離が７００ミクロンメートル以上になるよう
にスペーサを形成するので、ラビング方向と略同方向に
配置されたスペーサの配置間距離を十分にとることがで
き、ラビング時に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩
衝し毛先が押し退けられることが低減する。このため、
基板表面が均等に十分擦られるため配向性が安定する。
【００２０】請求項７記載の液晶表示装置の製造方法
は、請求項２，３，４，５または６記載の液晶表示装置
の製造方法において、スペーサは、フォトリソグラフィ
法により形成する。このように、請求項２，３，４，５
または６記載の液晶表示装置の製造方法において、スペ
ーサは、フォトリソグラフィ法により形成するので、従
来と同様の工程でスペーサを形成できる。
【００２１】
【発明の実施の形態】この発明の実施の形態を図１に基
づいて説明する。図１はこの発明の実施の形態の対向基
板の一例を示す有効画面内平面図である。
【００２２】この液晶表示装置の製造方法は、対向基板
上の表面上に金属若しくは顔料樹脂によるブラックマト
リクス層及び赤、緑、青の色層４が、フォトリソグラフ
ィ法によって積層形成され、アレイ基板上の表面上に単
数若しくは複数のアレイチップが形成され、対向基板と
アレイ基板の表面上を各々ａ方向とｂ方向へラビングす
る事で各々角度Ａと角度Ｂ（０°≦角度Ａ≦３６０°、
０°≦角度Ｂ≦３６０°、角度Ａ≠角度Ｂ若しくは角度
Ａ＝角度Ｂ）に配向制御され、対向基板の表面とアレイ
基板の表面のどちらかに接着材であるシール材が形成さ
れ、２種類の基板が対向するように貼り合わせて単一パ
ネルに割断し、単一パネルの対向間隙に液晶層が狭持さ
れて液晶表示パネルが形成される構成において、対向基
板上のブラックマトリクス層と色層４の積層形成後に、
ポリイミド若しくはアクリル系を有する樹脂が重複して
積層される事で、基板間隙の剛体規制用のスペーサ５と
して形成するに際し、有効画面内で隣接するスペーサ５
ｒ，５ｓの並び方向と角度Ａの方向とが、ほぼ平行にな
らないようにスペーサ５が形成されている。
【００２３】図示のように、この対向基板の角度Ａのラ
ビング方向は７の方向であり、基板上には、ＢＭ開口部
３とカラーフィルタである赤層４Ａ、緑層４Ｂ及び青層
４Ｃとが形成されている。また、この色層４上には、透
明樹脂層若しくはブラックマトリクス層及び赤、緑、青
の色層４の一部が重複して積層されたスペーサ５がフォ
トリソグラフィ法により形成され、このスペーサ５は、
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7
ラビング方向７とほぼ等しい方向では、６で示す方向を
向いて設計・形成されている。
【００２４】上述の配置設計では、この６の方向に配置
するスペーサ配置間距離（スペーサ５ｒ，５ｔ間）が、
十分な距離を確保して形成されている（例えば図１が１
５型ＸＧＡの場合では、配置方向６のスペーサ配置間距
離が約１３３１ミクロンメートルになる。尚この時のス
ペーサ密度は約８．５０個／平方ミリメートルであ
る。）。このため、ラビング時に、ラビング布の毛先と
スペーサとが緩衝し毛先が押し退けられる事が低減する
ため、基板表面はラビングで均等に十分擦られる。よっ
て、非配向不良による光抜けが低減でき、且つ基板表面
の配向性（配向規制力）は長時間安定させる事ができ
る。
【００２５】また、パネルサイズや画素数によっては、
図１のスペーサ配置方向６とラビング方向７とが、ほぼ
一致しないようにスペーサ配置設計される場合もある。
【００２６】なお、この実施の形態において、スペーサ
形成位置は、赤、緑、青の色層単層上に配置されている
場合、若しくは３色中の複数色層上に跨いで配置されて
いる場合のどちらでも良い。
【００２７】また、前述（従来技術）で記述したよう
に、スペーサ配置位置はＸ方向信号線の該上部に形成さ
れる、つまりドット及び画素単位で配置される設計ルー
ルの制約がある。よって、ラビング方向に形成されるス
ペーサ配置間距離は最低７００ミクロンメートル以上と
したが、この配置間距離は１ドット、または１画素（ピ
クセル）以上であっても良い。例えば２２型ワイドＶＧ
Ａでは、１ドットの長辺で約６００ミクロンメートル、
１画素の対角４５°方向距離（対角距離）で約８００ミ
クロンメートルあり、ほぼ７００ミクロンメートル以上
の制約に同等となるためである。つまりサイズや画素数
によっては、その１ドットや１画素が、約７００ミクロ
ンメートル以上の距離に匹敵するためである。
【００２８】また、対向基板のラビング方向は、目的の
液晶表示パネルの主視角方向や液晶モード（ＴＮモード
やＩＰＳモード）に応じて、０～３６０度の内任意の角
度でかまわず、その何れの角度に対しても、対向基板上
のスペーサ形成する配置間距離が、上述した実施の形態
のように、予め配置設計され形成していればよい。
【００２９】また、対向基板のスペーサ形成方法におい
て、形成位置は有効画面内だけに関わらず有効画面外に
おいても、上述同様にラビング方向とスペーサ形成方向
がほぼ同一方向を向くように、スペーサが形成されてい
ることが好ましい。
【００３０】尚、本発明の対向基板の形成方法は、前記
実施形態にはなんら制限されない。
【００３１】
【発明の効果】この発明の請求項１記載の液晶表示装置
によれば、対向基板上に基板間隙の規制用のスペーサが
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形成された構成において、有効画面内で隣接するスペー
サの並び方向とラビングする所定方向とが、略平行にな
らないようにスペーサが形成されているので、ラビング
時に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩衝し、毛先が
押し退けられる事が少なくなり、毛先が基板表面まで十
分到達できる。したがって、非配向不良による光抜けが
低減でき、且つ基板表面の配向性（配向規制力）は長時
間安定する。その結果、高歩留まり・高信頼性の液晶表
示パネルが製造できる。
【００３２】この発明の請求項２記載の液晶表示装置の
製造方法によれば、対向基板上に基板間隙の規制用のス
ペーサを形成するに際し、有効画面内で隣接するスペー
サの並び方向とラビングする所定方向とが、略平行にな
らないようにスペーサを形成するので、このようにスペ
ーサ形成の配置設計がされた対向基板は、ラビング時
に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩衝し、毛先が押
し退けられる事が少なくなるため、毛先が基板表面まで
十分到達できる。したがって、基板表面はラビングで均
等に擦られるため、その後この対向基板を用いて液晶表
示パネルを製造した時も、非配向不良による光抜けが低
減でき、且つ基板表面の配向性（配向規制力）は長時間
安定する。その結果、歩留まり・信頼性の向上が図れる
ため、実用的に極めて有効である。
【００３３】請求項３では、スペーサを、対向基板上の
ブラックマトリクス層と色層の積層形成時に、ブラック
マトリクス層および赤、緑、青の色層の一部を重複して
積層するので、製造工程が増えることなく容易に製造で
きる。
【００３４】請求項４では、有効画面内でラビングする
所定方向と略同方向に配置されているスペーサの配置間
距離が１ドットの対角距離以上になるようにスペーサを
形成するので、ラビング方向と略同方向に配置されたス
ペーサの配置間距離を十分にとることができ、ラビング
時に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩衝し毛先が押
し退けられることが低減する。このため、基板表面が均
等に十分擦られるため配向性が安定する。
【００３５】請求項５では、有効画面内でラビングする
所定方向と略同方向に配置されているスペーサの配置間
距離が１ピクセルの対角距離以上になるようにスペーサ
を形成するので、ラビング方向と略同方向に配置された
スペーサの配置間距離を十分にとることができ、ラビン
グ時に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩衝し毛先が
押し退けられることが低減する。このため、基板表面が
均等に十分擦られるため配向性が安定する。
【００３６】請求項６では、有効画面内でラビングする
所定方向と略同方向に配置されているスペーサの配置間
距離が７００ミクロンメートル以上になるようにスペー
サを形成するので、ラビング方向と略同方向に配置され
たスペーサの配置間距離を十分にとることができ、ラビ
ング時に、ラビング布の毛先とスペーサとが緩衝し毛先
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が押し退けられることが低減する。このため、基板表面
が均等に十分擦られるため配向性が安定する。
【００３７】請求項７では、請求項２，３，４，５また
は６記載の液晶表示装置の製造方法において、スペーサ
は、フォトリソグラフィ法により形成するので、従来と
同様の工程でスペーサを形成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態の液晶表示装置の製造方
法における対向基板の一例を示す有効画面内平面図
【図２】従来の液晶表示装置の製造方法における対向基
板の一例を示す有効画面内平面図
【図３】従来の液晶表示装置の製造方法における対向基
板の他の例を示す有効画面内平面図
【図４】従来の液晶表示装置の製造方法における対向基
板の一例を示す有効画面内断面図
【図５】従来の液晶表示装置の製造方法における対向基
板の他の例を示す有効画面内断面図
【図６】従来の液晶表示装置の製造方法における対向基
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板の非配向不良部分の例を示す有効画面内平面図
【符号の説明】
１    ガラス基板
２    ブラックマトリクス層
３    開口部
４Ａ  赤の色層パターン部
４Ｂ  緑の色層パターン部
４Ｃ  青の色層パターン部
５    実施例のスペーサ
５Ａ  従来例のスペーサ
５Ｂ  従来例のスペーサ
５Ｃ  従来例で透明樹脂層からなるスペーサ
５Ｄ  従来例で色層の積層からなるスペーサ
６    ラビング方向とほぼ同一方向のスペーサ配置形成
方向
７    ラビング方向
８    従来例で発生した非配向不良による光り抜け部分

【図１】 【図２】
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